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平成23年度
事業費の主な内訳
(人件費除く)

内　　　　　容 金　　　額

エコ農産物普及拡大事業負担金 470

その他

一般財源 7,092 7,739 7,700

府支出金

受益者負担
(使用料等)

財源内訳

H22年度決算 H23年度決算 H24年度当初予算

国庫支出金

7,230

直接経費(B) 470 470 470

総事業費(A+B) 7,092 7,739 7,700

0.60

0.50

人件費計(A) 6,622 7,269

0.60

従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

類似事業 なし

事業の必要性
減農薬・減化学肥料の環境にやさしい農業を推進し、市民に安全安心な農産物をより多く供給、農産物の
ブランド化を進めることにより本市の農業振興を図るためには必要な事業である。

コ　　ス　　ト

H22年度決算 H23年度決算 H24年度当初予算

目　　　的
（何のために）

農薬と化学肥料の使用量を慣行栽培の5割以下になるように大阪府が基準を設定し基準以下で栽培される
農産物を大阪府知事が認証する「大阪エコ農産物認証制度」を推進することにより、環境にやさしい大阪エ
コ農産物をアピールし、市民に安全安心な農産物をより多く供給する。また、農産物のブランド化を進めるこ
とにより本市の農業振興を図る。

対　　　象
（誰・何を対象に）

市内農家

事業内容

大阪府内共通の活動内容（大阪エコ農産物認証事業実施要綱に記載）
（１）生産計画、実績報告の審査
（２）生産計画の変更及び中止届出の審査・受理
（３）エコ農産物を栽培する者及び栽培しようとする者に対する農薬適正使用等についての研修等指導
（４）認証マークの使用承認及び使用差し止め
（５）現地確認の実施
　ア　農薬、肥料等の使用状況
　イ　農薬、肥料等の購買状況
　ウ　出荷状況・販売状況
　エ　生産計画および出荷販売計画の確認
　オ　栽培期間中の栽培ほ場の状況及び生産記録の確認
　カ　出荷・販売記録の確認
（６）エコ農産物の信頼性・適正な生産を確保するために必要な検査・調査
（７）その他認証事業の運営に必要な事項

枚方市エコ農産物推進協議会の活動内容
（１）協議会（7月・1月頃）を開催（生産計画、実績報告の審査等）
（２）生産計画、実績報告書を大阪府へ提出
（３）研修会開催
（４）認証シール、ほ場看板等支給
（５）エコ農産物販売会開催、収穫体験ツアー開催、マルシェひらかたでの販売（啓発）、広報等でＰＲ。
（６）その他　ＪＡブランドエコレンゲ米「しあわせのれんげっ娘」の普及・拡大

根拠法令 大阪エコ農産物認証事業実施要綱

実施方法
□直営 □委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　枚方市エコ農産物推進協議会　）

0.60

0.70 0.70
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単位

① 人

② 円

③ 人

① 人

② 円

③ 人

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続

事業費の使途は農家との連絡調整や技術習得、市民へのPR経費であり改善
することは難しいと考える。
市民に安全安心な大阪エコ農産物をより多く供給するためには、一人でも多く
の農業者に大阪エコ農産物認証制度を知ってもらうとともに実際に取り組んで
もらうことが必要であるため、事業内容を整理し大阪エコ農産物の普及拡大に
努めていく。
平成23年度のエコ農産物申請農業者数については、平成22年度と比較すると
増加しており生産量が拡大していると思われる。今後も引き続きエコ農産物申
請農業者の増加に向けて取り組んでいく。

特記事項

平成16年度に「枚方市エコ農産物推進協議会」を設立し枚方市で取り組みを始めた。
枚方市エコ農産物推進協議会構成
会長：枚方市 地域振興部長
副会長：北河内農業協同組合 営農経済部長
監事：大阪府中部農と緑の総合事務所 農の普及課長
委員：枚方市農業委員会
委員：枚方市生鮮農産物供給組合 副会長
委員：生活協同組合おおさかパルコープ枚方市行政区委員会 組合員理事
事務局：枚方市地域振興部農政課
事務局長：枚方市地域振興部農政課長
調査班
・ 北河内農業協同組合営農経済部営農指導課職員
・ 大阪府中部農と緑の総合事務所農の普及課職員
・ 枚方市地域振興部農政課職員

平成17年度より事業拡大・充実に向け必要な経費を負担金として支出。
【参考】枚方市エコ農産物推進協議会平成24年度予算
事業費：64,000円（図書費、通信費、消耗品費）
研修費：35,000円（相談会、研修会、講師謝礼）
啓発普及費：421,492円（収穫体験ツアー、エコ農産物販売会、販売経路拡大経費）
※収入については、枚方市負担金以外に収穫体験ツアー参加費を見込んでいる。

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続
エコ農産物の生産量の拡大や消費者への周知が必要で現状の支援を継続す
る。

一次評価結果
・効率的な負担金交付のあり方を検証する必要性があるのでは
・事業内容の整理が必要では

成果目標
（目標とする成果）

大阪エコ農産物認証制度を普及・拡大することにより、減農薬・減化学肥料の環境にやさしい大阪エコ農産
物の生産農業者を増加させ、市民に安全安心な農産物をより多く供給する。

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

事業費／エコ農産物申請農業者数 2,764.71

事業費／エコ農産物販売会売上金額 0.85 1.42

10,217.39 6,351.35事業費／エコ農産物研修会参加人数

553700（2回） 331200（1回）

エコ農産物研修会参加人数 46 74

2,500.00

活動実績

活動指標もしくは成果指標 H22年度 H23年度 H24年度(見込み)

エコ農産物申請農業者数 170 188

エコ農産物販売会売上金額
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